
moffit for Clinic — 導入・活用ガイド

口腔機能管理を、これひとつで。
MFT・口腔機能管理の「問診・評価・処方・文書・家庭での実施確認」を、

紙のやりとりなしでひとつのアプリに。

実際の使いかた ― 患者さんが来てから、次の来院まで

算定の目安（参考情報）

小児口腔機能管理料 1 / 2
該当項目数の集計を参考表示

90 / 50点
月1回

口管強加算（届出医療機関） ＋50点

歯科口腔リハビリ料3
50点
月2回

舌圧検査 / 小児口唇閉鎖力検査
検査値はアプリに記録・推移表示

140 / 100点
3月毎

※2026年6月改定時点の参考情報です。
初回算定時は口腔内・口腔外カラー写真の撮影が求められます
（以後3回に1回以上・カルテ保存）。

正確な要件は最新の点数表・留意事項通知をご確認のうえ、
算定のご判断は診療内容に基づき先生ご自身でお願いします。

今日からはじめる

iPhone / iPad Android

ストア検索「moffit for Clinic」でも見つかります。

患者3人まで、

全機能をずっと無料でお試しいただけます。

moffit for Clinic

患者さんにリーフレットを渡す
保護者がおうちでアプリを入れ、

問診票に回答しておいてくれます（約2分・登録不要）。

らく 紙の問診票と待合での

記入時間が消えます
1

来院時、QRコードで連携
患者登録してQRを発行、患者さんのスマホで読み取ってもらうと連携完了。

回答済みの問診がその場で手元に届きます。

らく 連携は10秒。

問診の転記ゼロ
2

チェックリストと検査を記録
口腔機能のチェックリストにチェック、舌圧・口唇閉鎖力の検査値を入力。

問診の内容は評価画面に自動反映されます。

らく 該当数を自動で数えて、

診断の参考に
3

処方を作成

20種のプリセット・セットから選ぶだけ（回数の規定値入り）。

作成した瞬間、患者さんのアプリにメニューが届きます。

らく 宿題の出し忘れ・
伝え漏れがなくなります

4

指導文書を印刷して渡す
評価内容から自動引用してA4一枚の実地指導文書を作成・印刷。

医院別の署名に対応。

らく 文書作成1分。
印刷してそのまま渡せます

5

おうちでの実施が毎日届く
患者さんはできたらタップするだけ。

リマインド通知はアプリが自動で送り、記録済みの日は送りません。

らく 「やってますか？」の

確認・催促が不要に
6

次の来院 ― 見てから診る
直近7日のグリッドと検査値の推移グラフを見てから診察へ。

再評価して月次の管理・算定につなげます。

らく 聞き取りゼロで、

指導が具体的に
7

紹介ページ・お問い合わせ: moffit.web.app


